　「Realizations of Acrobacy」訳本
　「曲芸の極意」
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　Gothren師は、彼も娯楽を求めていたので、曲芸を見物することに賛同した。もう数ヶ月にも亘って、彼と同じくTelvanni議員である Neloth師と苦闘を演じているところだった。近頃、Gothren師は、いつも自分が守勢に廻っているのを感じていた。競争相手のNelothに屈するのは、彼にとって耐えられないことである。Mehrunesの剃刀という師匠の武器に鼓舞されて、普段は臆病であるNelothの軍勢も殆ど無敵になっている。Gothren自身の軍勢は、Mehrunes Dagonが彼のアーティファクトを取り戻すように祈ることを除いて、一縷の希望も他に存在しないという有様である。その武器が如何なる破壊を齎すかを勘案した上で、そのDaedrothの王子は来たるべき時が訪れるまでNeloth師に使用を許しているのであるだろう
そういう訳で、曲芸という娯楽は有り難い気晴らしになると思われた。
　「諸君の一座は何を演じてくれるのかね？」魔術師は曲芸師の長であるRhunenに尋ねた。
　「強大なるGothren様、ああ悲しいこと、私達は何の芸も知らないのです。私達が演ずるところの曲芸の極意は、どれもイリュージョンを伴わない正真正銘のものなのです。本当の妙技を体得するためには余りにも時間を食うものですから、何らかトリックを知りたいと願う程ですよ〔※１〕」

　「非常に良ろしい。では、その曲芸の極意とやらで、諸君は何を演じてくれるのかね？」殆ど微笑にも似たものを浮かべて、Gothrenは尋ねた。
　「Jereth師が、割れたガラスの上を跳び越えながら１５の火の玉でもってジャッグリング〔お手玉〕する様には、あなた様は感嘆なさることでしょう。Tulkiande師が、１本の指で自身の体を支えながら両脚でもって幾つもの輪を煌びやかに回転させる様には、あなた様は仰天なさることでしょう。Mearvis師はシンプルな黒檀製の剣でもって――」
　「それで、その女は余所者なのか？」一座のRedguardの女に向かって、追い払うような仕草を与えながら、いささか不満そうにAshkhan〔※２〕は尋ねた。
　「Senyndie師のことですか？　ええ、強大なるGothren様。彼女は、HammerfellはAlik'r砂漠の生まれでして、そこでは絶壁のクライミングの技術でもって評判を集めていたものです。その真偽を確かめるためにも、彼女の芸当を是非とも御覧なさいませ。私達が水平に動くのと同じ調子で、彼女は垂直に動くのですよ」
　「どれも実に大したものだが、しかし、私の邸宅に余所者を入れるのは好ましくないな」とAshkhan。「スパイだらけだからな」
　「ふむ、そうですね、Neloth様も同じように感じて――」
　「Nelothだと？！」Gothrenは吠え立てる。「あのビッチの餓鬼の前でも披露したのか？！」
　「ええ、２日前のことです。あなた様との関係が張り詰めていることも、その際に仰っていたと記憶しています。それから、一座の余所者に関心を寄せていらして、とりわけKhajiitの軽業師のS'Rabba師を怪しんでいらっしゃいましたね。実のところ、何とも皮肉であることに、S'Rabbaはあなた様のスパイであると思っていらしたのです。ふむ、Khajiitのことは御存知でいらっしゃいますよね？　ひょっとしたら、本当は違うかも知れませんけど」
　「私にとっては殆ど益にならない奴隷種族だな」Gothrenは唸ってみせる。
　「それでは、Neloth様と同じということですね」Rhunenは口早に言葉を続けた。その台詞がGothrenの激怒に油を注ぐものに過ぎないことを充分に知っていたからだ。「彼もまた、Khajiitのことを知っていないということですよ。あるいは、Khajiitのブラック・ジョークに慣れていなかったのかも。S'Rabba師から辛辣な皮肉を幾つか投げられたものですから、あなた様やあなた様の軍勢の情報を得ようと、Neloth様は私達の全員を拷問に掛ける始末でしたよ。自分の知りもしない情報のために苦しめられるなんて、そんな経験は恐らく御座いませんでしょう？　まったくもって勧められませんね。結局、Sadrith Moraに二度と足を踏み入れないということを理解して頂いて、私達は解放されることになったのです。実のところ、私達の全員が、という訳ではないのです。S'Rabba師は、あの拷問で命を落としてしまったようです。きっと、奴隷種族を拷問に掛ける経験はお持ちでしょうから、どれだけ彼らが虚弱であるかも御存知でしょうね」
　「そんなことは無い」そう答えるGothren師の激怒は収まってしまっている。
　「それで、この地を立ち去らねばならなかったのでしょうけど、しかし、Neloth様を楽しませた、あの拷問の報酬を未だお支払い頂けていないと決意いたしましてね。どれだけ請求するべきか定かではありませんがね、彼の戯言ばかりの言葉によれば、実に値の張る安物を持っているそうでしてね。何某の剃刀とか何とか」
　「Mehrunesの剃刀だな」彼は息を飲む。「それで……それで、諸君はどうしたのだ？」
　「Harakostil師とThelegorm師は身を縮めて閉ざされた門扉の下をよじり抜けると、要塞のメインの中庭に通ずる橋を降ろしました。Tulkiande師、Mearvis師、Jereth師、それに私を含めた４人は、Senyndie 師がTel Nagaの塔を登っていくための足場になるピラミッドを作り上げました。そこで、彼女は頂上までよじ登っていって――」
　「よじ登っていって？」その塔に詳しいGothren師は尋ねた。
　「高さは在りますが、Telvanniの塔の表面に生えているマッシュルームは、Senyndie 師のような技術を持っている者には梯子も同然なのです。物の数分で、その頂上の部屋で剃刀を手にしていましたよ。それから更に数分で、彼女は塔を降りて、私達は“戸口の宿屋”〔Gateway Inn〕に駆け戻ってきたという訳です。ふむ、これでも本当に謙遜しているのですけどね、私達の一座の韋駄天ときたら、誰も敵わない程なのですよ。まあ、Neloth様の衛兵たちは驚くべき素早さでしたがね。門を通った向こうの船着場の方に仲間を遣ってから、私自身は彼らをまく羽目になったくらいです」
　「正直に言うがね、そのような勇気ある行動は、流しの曲芸師には決して思いも寄らないことだ」
　「勇気ではありません、金のためですよ」Rhunenは微笑してみせる。「優れた一座を訓練するのに掛かる金と時間の量をよくよくと考えましてね、みんなを助けるのが得策であると思ったのですよ。何れにせよ、“戸口の宿屋”の裏手に衛兵たちを誘き寄せて、他の仲間たちが充分に距離を稼いで安全を確信してから、〔宿屋の〕壁を跳び下りて水中に身を潜らせた訳です」
　「壁を跳び下りて？」
　「ええ、そうですとも。とても高かったですけど、簡単なものですよ。とりわけ、着地先は水でしたから。それでも、こんな風に体を回したり捻ったりするのが少しだけ厄介でしたけどね。見たいなら、実演して差し上げますよ」
　「よければ、後で」Ashkhanは言った。「それから、どうなったのかね？」
　「こうして、この邸宅に参った次第です」Rhunenはシンプルに答えた。
　「それでは、いつNelothの奴はMehrunesの剃刀を取り戻したのだね？」
　「強大なるGothren様、この物語は、そこまで進んでおりません」Rhunenは言った。「さて、私達の妙技を御覧になる準備はお済でしょうか？　最後の曲芸の極意については、まだ説明が終わっていませんでしたね。Mearvis師は、一方の手で１本のシンプルな黒檀製の剣を、他方の手でその手に一杯のウスベニタチアオイの葦を、それぞれジャッグリングしてみせます。あらかじめ興を殺ぐことは言いたくありませんがね、その披露の後には、数枚の上等のパピルス紙が手に入るという寸法ですよ」
　「それは面白そうだ」Gothrenは言った。「それを数日中に見るのを楽しみに待っていよう。しかし、今はNelothの奴と戦場で見え〔まみえ〕なければならない。勝利の祝いを携えて戻ってきたら、それから諸君の曲芸の極意とやらを漏らさず楽しむことにしよう。その間は、諸君は名誉ある客人だ、このTelvanni家の長官〔Archmagister〕が許す限り、あらゆる贅沢でもって歓待を受けるだろう」
　「まぁ、Rihadの三流どころに見劣りしないような部屋と食事ってものね」数時間後、一座が部屋に通されてから、Senyndieは言葉を漏らした。「何だって、わざわざ、こんな僻地で興行しなくちゃならないのよ？」
　「Rihadは、もうジャッグラーたちで一杯だからな」そう言ってRhunenは肩を竦めてみせた。
　訳注

　※１　「芸」の原語である「trick」は、単なる芸当だけではなくて、策略・幻覚もまた意味する。
　※２　本来ならば、「Ashkhan」はAshlanderの部族長を意味する言葉である。しかし、本文では、GothrenがAshkhanであることになる。恐らく、ここでは、「Ashkhan」は単なる指導者を意味する言葉であるのだろう。
